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3.2. 既設ビオトープの目標検討及び達成度評価 
 

 
 
 
■補足調査の調査内容 

調査項目 調査手法 回数 調査実施日 

両生類・爬虫類 目撃法、捕獲法  1回 秋季：平成 27年 9月 24～25日  

植物 任意踏査(植物相) 1回 秋季：平成 27年 10月 13日 

植生 任意踏査(植生図作成) 1回 秋季：平成 27年 10月 13日 

底生動物 任意採集法 1回 秋季：平成 27年 10月 13日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■湿性ビオトープの評価方法 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■湿性ビオトープの評価 

①ビオトープ立地環境の評価 

 

 

 

項目 H27結果 

1) 開放水面の面積 開放水面は 26%に広がった（図 3.2.1 より） 

2) 湿性地であるべき区域の状況 

ビオトープ③の乾性化、草地化が進行したため、湿性植物群落は

減少したが、ビオトープ①②だけで見ると、湿性環境は維持され

ている。 

3) 
外来種の多い群落の割合 

(外来種が優占あるいは混生) 
25%（図 3.2.1 より） 

4) 特定外来生物の有無 特定外来生物は確認されなかった。 

5) シカ等の食害の有無 無人カメラ調査でホンドジカを確認 
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図 3.2.1 ビオトープの群落大分類面積の割合(％)（ビオトープ①～③の合計） 

 

・沈水、浮葉植物群落や湿生植物群落の減少は、ビオトープ③の草地化やビオトープ①②で自然裸地や開

放水面に置き換わったことが大きな要因であるが、これは、ビオトープの管理作業も影響していると考

えられる。 

・低木林の増加は土手草地にネザサやウツギが侵入してきたことで生じた遷移によるもので、定期的な草

刈等の維持管理を続ける限りは、今後大きく増加することはないものと考えられる。 

・水辺を指標するトンボ類では、水域の植生が欠けたり、水域の植生に覆われて開放水面が欠けると種数、

個体数が減少することが知られている。沈水・浮葉、抽水植物、湿生植物、開放水面がバランスよく配

置された溜池がトンボの多様性を向上させることから、開放水面率が増加したことは評価できるが、沈

水・浮葉植物群落の減少は、今後改善すべき課題である。 

湿性ビオトープの評価 

①ビオトープ立地環境の評価 

 

 

 

指標 

1）開放水面の面積 

2）湿性地であるべき区域の状況 

3）外来種の多い群落の割合 

4）特定外来生物の有無 

5）シカ等の食害の有無 

よびこむ種が生息､生育できる 

基本的な環境が整っているか 

②出現種の評価 

 

 

 

指標 

1）在来種種数 

2）在来種と外来種の構成割合 

3）カエル類の出現種数比較 

4）トンボ類の出現種数比較 

5）水生カメムシ類の出現種数比較 

代償措置の対象となった 

ため池(No.1～7） 

の出現種との比較 

● 岸     により消失するため池に生息している水生植物の保全を目的として、代替え

生息地として平成 20 年度に整備された       について、過年度の調査結果等を

用いて湿性ビオトープとしての評価を行った。 

 

●ビオトープ①②は、湿性環境として機能していると考えられる。（ビオトープ③は草地ビオ

トープ） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保護の観点から非公表とします。 

 






































